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Neuordnung des Rechts der Sicherungs-
verwahrung und zu begleitenden Regelun-




































































































































































































































































































































zur Umsetzung des Rahmenbeschlusses 
２００８/９１３/JI des Rates von ２８. November 
２００８ zur strafrechtlichen Bekämpfung 
bestimmter Formen und Ausdrucksweisen 
von Rassismus und Fremdenfeindlichkeit 
und zur Umsetzung des Zusastzprotokols 
１２１
vom ２８. Januar ２００３ zum Übereinkom-
men des Europarats vom ２３. Nobember 
２００１ über Computerkriminalität betref-
fend die Kriminalisierung mitels Com-
putersystemen begangener Handlungen 
rassistischer und fremdenfeindlicher Art, 
BGBl I ２０１１, ４１８） ４」２０１１年３月２２日施行
〔解説〕EU加盟国においては、２００８年の枠



























































５　これについては、Helmann/Gärtner, Neues beim Volksverhetzungstatbestand– Europäische Vorgaben 




行っていないと批判するものとして、Bock, Die（unterlassene）Reform des Volksverhetzungstatbestands, 









ⓒ　２０１１年 ４ 月２８日 の「闇 金 対 策 法










































Bekämpfung der Zwangsheirat und 
zum besseren Schutz der Opfer von 
Zwangsheirat sowie zur Änderung 
weiterer aufenthalts- und asylrechtlicher 



















９　立法の背景および新規定の全般的な解説として、Schumann, Der neue Straftatbestand der Zwangshei-



























ⓔ　２０１１ 年 １１ 月１日の「第 ４４ 次刑法典 
改 正 法 律 ―― 執 行 官 に 対 す る 抵 抗
（Vierundvierzigstes Gesetz zur Änderung 
des Strafgesetzbuchs– Widerstand gegen 

































がる（§ １３１７ Abs. １ S. １ BGB）。このほか、滞在法・難民法の改正も含めて、本法により被害者保護
が強化された等、本改正を積極的に評価するものとして、Sering, Das neue”Zwangsheirat-Bekämp-





１２　Messer, ” Widerstand”sinvol, NK ２０１１, S. ２ f.
『ドイツ刑法典』改正の解説（４）（岡上）
である。
（第３項および第４項　略）
第１１４条（みなし執行官に対する抵抗）　（第
１項及び第２項　略）
③　事故、公共の危険又は緊急に際して、
暴行を用い若しくは暴行を加える旨の脅迫
により、消防隊、大惨事救援隊又は救助隊
の救助者を妨害し、又は、その際に、彼ら
を実力で攻撃した者も、第１１３条により罰
せられる。
第１２１条（被拘禁者の暴動）　（第１項及び
第２項　略）
③　犯情の特に重い事案では、暴動は６月
以上１０年以下の自由刑に処する。犯情の特
に重い事案とは、原則として、正犯又は他
の関与者が
（第１号　略）
２　行為の際に用いるために凶器若しくは
その他の危険な道具を携帯したとき、又は
（第３号　略）
である。
（第４項　略）
第１２５条a（犯情の特に重い騒乱の事案） 
　第１２５条第１項のうち犯情の特に重い事
案では、刑は６月以上１０年以下の自由刑と
する。犯情の特に重い事案とは、原則とし
て、
（第１号　略）
２　行為の際に用いるために凶器若しくは
その他の危険な道具を携帯したとき
（第３号及び第４号　略）
である。
第２４４条（持凶器窃盗・集団窃盗・住居侵入
窃盗）　（第１項及び第２項　略）
③　犯情のあまり重くない事案では、刑は
３月以上５年以下の自由刑とする。
④　第１項第２号の場合に、第７３条dが適
用されるものとする。
第３０５条a（重要な労働手段の破壊）　① 
（第１号　略）
２　大きな価値を持ち、出動のために重要
な、警察、連邦国防軍、消防隊、大惨事救
援隊若しくは救助隊の技術的な作業手段、
又は
３警察、連邦国防軍、消防隊、大惨事救援
隊若しくは救助隊の原動機付車両
の全部又は一部を違法に破壊した者は、５
年以下の自由刑又は罰金に処する。
（第２項　略）
（人文社会科学研究科教授）
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